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澤浦 彰治

気象リスクに対する
我が社の対応



我が社の概要



概 要

• 資本金 GL９，５５０万円 連結 ２２，２０７万円

• 売上高 GL １５億円 連結 ４９億円

• 社員数 GL １０８人 連結 ２３４人

• 業務内容

農業生産・食品加工・売電・野菜販売・機械開発

システム開発・人材派遣・外国人支援

託児所・コンサルタント・就農支援



経営理念

感動農業

人づくり・土づくり

野菜たちの言わんとすることを感じる繊細な心で

すばやく行動するやさしさと決断力を持って

小さな成長も大きく喜ぶ謙虚な心でいる

私たちが大地を耕すことで

多くの人に豊かさと幸福を与えられるように

今この時に最大の努力をしよう



ビジョン

大家族経営

健康な食の創造企業

食卓を年間供給できる農業会社

連峰経営



本社所在地

昭和村



農業の基本的立ち位置



世の中が平和で安定するためには
食べ物に余裕があり、全ての人に行き渡り、将来にわ
たり安心できる状態であることが絶対的に必要であり

、農業は平和の礎の産業である。

しかし、経済活動の中でモノが余る状況は価格の暴落
を意味し、経営は成り立たない。農業は平和の為に大
切だが、平和になると農業は成り立たないという

矛盾を抱えた職業である。

だからこそ、生産＋αが必要である



単価 高

供給量 大

０

需要量 安定供給逼迫状態

価格暴騰

価格暴落

採算単
価

平
和

不
安
定

収
益
領
域

赤
字
領
域



極端な気候変動と農産物の価格変動
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トンガの海底火山
の噴火と日照量

トンガ噴火



六次産業化による天候のリスクヘッジ



リレー栽培における天候リスクヘッジ

●福島県南相馬市
ミニトマト、キャベツ、

カボチャ



同じコンセプトでの他産地化
新規就農者を育て野菜の過不足を平準化

平成13年、独立支援プログラム

野菜の供給が不安定。冬場の野菜の生産が
ない。夏場に集中した労働環境

・ 優秀な社員の退社
・ 顧客からの安定供給の強い要望

・ 若者の自己実現
・ 顧客要望を満たす
独立支援プログラム
現在は売上2億円の新規就農者も出てきた。



グループ化による天候被害のリスクヘッジ
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施設化による天候被害のリスクヘッジ

平成18年、トマトの周年生産へ

天候によりトマトの供給が不安定にな
り、現状の施設での限界をお客様と共有
する。

モスフードサービス、アグリビジネス投
資育成、グリンリーフ、杉山健一、野菜く
らぶが主な出資者となりサングレイスを
設立した。



天候被害を受けないエネルギー創出での
経営の安定化

平成24年、エネルギー創造と循環へ
お客様のエネルギーへの不安。地球温暖化へのア

プローチ

・２６５ｋｗの発電所
・７.５メガの発電所
・バイオマスボイラー
の建設と導入



一人ひとりの作業量の見える化
～Farmsystemによる、労働生産性の見える化～



日々の天候に左右されない作業体系



天候に左右されない作業体系

ミニトマトの自動計量器 大根の収穫機



一年を超えた原料ストックによる安定化

こんにゃく・漬物・冷凍野菜・お料理セット



原料の過不足を吸収できる加工

こんにゃく・漬物・冷凍野菜・お料理セット



現在取り組んでいること
これから取り組むこと

• 畑の土壌水分の記録
• 日射量の記録
⇒状況によっての作物の生育を知る
• 植物データの収集と、Farmsystem、栽培管理システムと
流通システム、品質管理システムの情報活用。

• フィールドマン（営業）と生産者による作物の生育状況のクラウ
ド化

⇒農業生産の生産性を最大化する
• 植物医師による病理研究と防除
• 作物の生育予測と歩留まり向上



私が目指す農業

• 働く人が幸せである
⇒農業生産をしている人たちが家庭を持ち、子育て、教育ができ農業に誇りを持ち子供達が継ぎたいという状態

• 食べる人が幸せである
⇒私たちが生産した野菜をはじめとした食を食べていただく人に感動を与え続け、健全な食生活と食と農業を通じた教
育と育成ができている状態。

• 世の中が豊になる
⇒食は世の中が豊になるために、誰にも行き渡る状態が絶対必要。全てはカバーできなくても身近なところから豊にでき
る農業。

• 会社も成長できる
⇒新たな技術導入による人の価値向上

⇒歴史観と経営数字に基づく意志決定

⇒関わる人が育つ会社へ
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これからの農業経営者に求められること

• 正しい歴史観を持つこと

• 他産業から学ぶ（農業を特別な職業と考えない）こと

• 世の中、顧客、社会の課題解決への興味を持つこと

• 自分の中に湧いた異和感を大切にすること

• 社員を一番大切にすること。（甘やかすこととは違う）

• システム作り、仕組み作りに力を入れること

• 素直であること

• 誰からも何からも学ぶ姿勢を持つこと

• 価値あるお金の使い方をすること



ご清聴
ありがとうございました
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